会計執行方針
37期会計委員

郭　中梁
1 会計から支出する範囲
常識、慣例に従って判断します。慣例にない場合「サークル全体にかかわるものは会計の支出、最終的に個人の所有になるものまた個人のため使用されるものについては個人負担」という方針で判断します。
支出金額が大きいものや会計からの支出となるか微妙なものは事前に会計委員に相談してください。
エアリア代金を会計から出して装備化するという意見があると思いますが、古い地図の使い回しは危険(登山道の閉鎖など)につながるという点を考慮して、今まで通り個人の支出としたいと思います。
②支出

☆原則として領収書（領収証と言うこともある）と引き替えに金銭を支出します。レシートはだめですので、必ずレジの人に領収書を請求してください。
領収証の必要用件は二つあります。

☆宛名が「テクテク」「東京大学テクテク」「TECKTECK」「東京大学TECKTECK」のいずれかであること

☆支出事由が明記されていること
よい例･･････但し印刷代として、但しカートリッジ代として

あまりよくない例･･････但し装備代として

ダメな例･･････お品代として

品物の具体的の名前を必ず書くようにしてください。装備代などとすると後から何を買ったのかわからないのでよくないです。お品代とすると学友会に認めてもらえないのでやってはいけません。
以上の二つの要件が満たされてない場合、また領収書ではない場合は、会計から支出しかねることがありますので、ご了承ください。

③会費

例年通り新入生は入会金2,000円、会費を半期で3,000円とします。二年生は会費を半期で3,000円とします。

三、四年生は去年と同じく前期会費3000のみ徴収することにしたいと思います。

徴収は東大は会計委員が、女子大は各大学の責任者が行います。

④貸出
参加者等からの金銭の徴収の前に多額の支出が必要になる場合は会計委員と相談の上で貸し出しを行います。ただし5月は新歓合宿、夏合宿等で貸出が集中するのでできるだけ前金で対応するようにお願いします。
⑤保険料
テクテクでは、保険料は会計ではなく、企画参加者が負担します。会計が年度初めに保険料を立て替え、各企画の企責に後で保険料を支払ってもらいます。なので、企責は保険料がいくらかを把握して、参加者から保険料を徴収し、会計委員に支払ってください。
具体的な金額は6月頃にお知らせします。
参考として去年の金額を書いておきます。

2日590(560)

4日704(669)

7日819(778)

※一人あたりの金額

（）内は20名以上の場合

今年はこれより値上がりしてると思います。

⑥会計報告

8月ミーティングで中間報告、2月ミーティングで最終報告を行いたいと思います。

末筆ながら、この会計執行方針は36期会計引継資料を大いに活用させてもらったことで、宮崎さんに感謝の意を表明します。

2010年度会費完全納入した人ありがとうございます。まだの人よろしくお願いします。
